
タバコに火をつける場面は減ってきています。とい

うのは皆さんも知ってのとおり加熱式タバコが増えて

きているからです。左のグラフにあるように、年齢によ

ってばらつきますが平均すると１/４程度の喫煙者はタ

バコに火をつけません。 

 

火を使わない加熱式タバコはモクモクと煙が出ない

ので、見た目の有害性や周りへの被害がないかのよう

に思い込みがちです。しかし、吸い込む煙のような水

蒸気には紙巻タバコと同様の有害成分が含まれてい

ます。下図にあるようにニコチン、タールは同程度の

濃度で含まれているのです。 

 

そして、煙が出ないので周りの人に対する受動喫

煙の心配もいらないように思われますが、空気中に

漂う目には見えない有害成分のせいで左図のような

症状が出ています。 

つまり、加熱式タバコにも健康被害は確実に

あるのです。見た目のスマートさに惑わされて

はいけません。 

産業デザイン科 奥田恭久 
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